
1

（

訳

文

）

二

千

二

年

一

月

十

六

日

に

安

全

保

障

理

事

会

が

そ

の

第

四

四

五

二

回

会

合

に

お

い

て

採

択

し

た

決

議

第

一

三

九

〇

号

（

二

〇

〇

二

）

安

全

保

障

理

事

会

は

、

千

九

百

九

十

九

年

十

月

十

五

日

の

決

議

第

一

二

六

七

号

（

一

九

九

九

、

二

千

年

十

二

月

十

九

日

の

決

）

議

第

一

三

三

三

号

（

二

〇

〇

〇

）

及

び

二

千

一

年

七

月

三

十

日

の

決

議

第

一

三

六

三

号

（

二

〇

〇

一

）

を

想

起

し

、

ア

フ

ガ

ニ

ス

タ

ン

に

関

す

る

従

前

の

決

議

、

特

に

二

千

一

年

十

一

月

十

四

日

の

決

議

第

一

三

七

八

号

（

二

〇

〇

一

）

及

び

二

千

一

年

十

二

月

六

日

の

決

議

第

一

三

八

三

号

（

二

〇

〇

一

）

を

再

確

認

し

、

ま

た

、

二

千

一

年

九

月

十

二

日

の

決

議

第

一

三

六

八

号

（

二

〇

〇

一

）

及

び

二

千

一

年

九

月

二

十

八

日

の

決

議

第

一

三

七

三

号

（

二

〇

〇

一

）

を

再

確

認

し

、

国

際

連

合

憲

章

に

従

っ

て

テ

ロ

リ

ズ

ム

を

根

絶

す

る

た

め

の

国

際

的

な

努

力

に

対

す

る

同

理

事

会

の

支

持

を

改

め

て

表

明

し

、

二

千

一

年

九

月

十

一

日

に

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

、

ワ

シ

ン

ト

ン

及

び

ペ

ン

シ

ル

バ

ニ

ア

で

発

生

し

た

テ

ロ

攻

撃

に

対

す

る

断

固

た

る

非

難

を

再

確

認

し

、

す

べ

て

の

そ

の

よ

う

な

行

為

を

防

止

す

る

こ

と

に

つ

い

て

の

同

理

事

会

の

決

意

を

表

明

し

、

継

続

し

て

い

る

オ

サ

マ

・

ビ

ン

・

ラ

ー

デ

ン

及

び

ア

ル

・

カ

イ

ダ

・

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

に

よ

る

国

際

テ

ロ

支

援

活

動

に

留

意

し

、

こ

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

を

根

絶

す

る

と

の

同

理

事

会

の

決

意

を

表

明

し

、

ア

メ

リ

カ

合

衆

国

が

、

オ

サ

マ

・

ビ

ン

・

ラ

ー

デ

ン

及

び

そ

の

関

係

者

を

、

特

に

、

千

九

百

九

十

八

年

八

月

七

日

の

ケ

ニ

ア

の

ナ

イ

ロ

ビ

及

び

タ

ン

ザ

ニ

ア

の

ダ

ル

エ

ス

サ

ラ

ー

ム

に

お

け

る

ア

メ

リ

カ

合

衆

国

大

使

館

の

爆

破

に

関

し

起

訴

し

た

こ

と

に

留

意

し

、

タ

リ

バ

ー

ン

が

、

千

九

百

九

十

八

年

十

二

月

八

日

の

決

議

第

一

二

一

四

号

（

一

九

九

八

）

の

１

３

の

規

定

、

決

議

第

一

二

六

七

号

（

一

九

九

九

）

の

２

の

規

定

並

び

に

決

議

第

一

三

三

三

号

（

二

〇

〇

〇

）

の

１

、

２

及

び

３

の

規

定

の

要

求

に

応

じ

な

か

っ

た

こ

と

を

決

定

し

、

タ

リ

バ

ー

ン

が

、

ア

ル

・

カ

イ

ダ

・

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

及

び

他

の

テ

ロ

リ

ス

ト

集

団

が

テ

ロ

リ

ス

ト

の

訓

練

及

び

活

動

（

テ

ロ

リ

ズ

ム

の

輸

出

を

含

む

）

の

拠

点

と

し

て

ア

フ

ガ

ニ

ス

タ

ン

を

利

用

す

る

こ

と

を

。

容

認

し

た

こ

と

、

及

び

ア

フ

ガ

ニ

ス

タ

ン

領

域

内

で

の

敵

対

行

動

に

外

国

人

傭

兵

を

利

用

し

た

こ

と

を

非
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難

し

、

ア

ル

・

カ

イ

ダ

・

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

及

び

他

の

関

係

テ

ロ

リ

ス

ト

集

団

に

よ

る

、

複

合

犯

罪

、

多

数

の

罪

の

な

い

市

民

の

死

を

引

き

起

こ

す

こ

と

を

目

的

と

し

た

テ

ロ

行

為

、

及

び

財

産

の

破

壊

を

非

難

し

、

、

更

に

、

国

際

テ

ロ

リ

ズ

ム

が

国

際

の

平

和

及

び

安

全

に

対

す

る

脅

威

を

構

成

す

る

こ

と

を

再

確

認

し

国

際

連

合

憲

章

第

七

章

の

下

に

行

動

し

て

、

１

．

決

議

第

一

三

三

三

号

（

二

〇

〇

〇

）

の

８

（

ｃ

）

の

規

定

に

よ

っ

て

課

せ

ら

れ

た

措

置

を

継

続

す

る

こ

と

を

決

定

し

、

２

の

規

定

に

従

い

、

決

議

第

一

二

六

七

号

（

一

九

九

九

）

の

４

（

ｂ

）

の

規

定

に

よ

っ

て

課

せ

ら

れ

た

措

置

が

継

続

し

て

適

用

さ

れ

る

こ

と

に

留

意

し

、

決

議

第

一

二

六

七

号

（

一

九

九

九

）

の

４

（

ａ

）

の

規

定

に

よ

っ

て

課

せ

ら

れ

た

措

置

を

終

了

す

る

こ

と

を

決

定

す

る

。

２

．

す

べ

て

の

国

が

、

決

議

第

一

二

六

七

号

（

一

九

九

九

）

及

び

決

議

第

一

三

三

三

号

（

二

〇

〇

〇

）

に

従

っ

て

作

成

さ

れ

、

決

議

第

一

二

六

七

号

（

一

九

九

九

）

に

基

づ

き

設

立

さ

れ

た

委

員

会

（

以

下

「

委

員

会

」

と

い

う

）

に

よ

り

定

期

的

に

更

新

さ

れ

る

名

簿

に

記

載

さ

れ

る

オ

サ

マ

・

ビ

ン

・

ラ

ー

デ

ン

、

ア

。

、

ル

カ

イ

ダ

組

織

及

び

タ

リ

バ

ー

ン

の

構

成

員

並

び

に

そ

れ

ら

と

関

係

を

有

す

る

そ

の

他

の

個

人

、

集

団

企

業

及

び

団

体

に

対

し

、

次

の

措

置

を

と

る

こ

と

を

決

定

す

る

。

（

ａ

）

こ

れ

ら

の

個

人

、

集

団

、

企

業

及

び

団

体

の

資

金

及

び

そ

の

他

の

金

融

資

産

又

は

経

済

資

源

（

こ

れ

ら

の

個

人

、

集

団

、

企

業

及

び

団

体

に

よ

り

又

は

そ

れ

ら

を

代

表

し

若

し

く

は

そ

れ

ら

の

指

示

に

よ

り

行

動

す

る

者

に

よ

り

、

直

接

又

は

間

接

に

所

有

さ

れ

又

は

管

理

さ

れ

る

財

産

か

ら

生

ず

る

資

産

を

含

む

）

を

遅

滞

な

く

凍

結

し

、

こ

れ

ら

の

資

金

及

び

そ

の

他

の

資

金

、

金

融

資

産

又

は

経

済

資

源

が

自

国

。

又

は

自

国

領

域

内

の

者

に

よ

っ

て

直

接

又

は

間

接

に

そ

の

よ

う

な

者

の

利

益

の

た

め

に

利

用

可

能

と

な

る

こ

と

の

な

い

こ

と

を

確

保

す

る

こ

と

。

、

（

ｂ

）

こ

れ

ら

の

個

人

の

、

自

国

領

域

へ

の

入

国

及

び

自

国

領

域

の

通

過

を

防

止

す

る

こ

と

。

た

だ

し

こ

の

規

定

は

、

い

か

な

る

国

に

対

し

て

も

自

国

領

域

へ

の

自

国

民

の

入

国

を

拒

否

す

る

こ

と

又

は

自

国

領

域

か

ら

の

自

国

民

の

出

国

を

要

請

す

る

こ

と

を

義

務

づ

け

る

も

の

で

は

な

く

、

ま

た

、

こ

の

規

定

は

、

入

国

又

は

領

域

の

通

過

が

司

法

手

続

を

履

行

す

る

た

め

に

必

要

で

あ

る

場

合

若

し

く

は

委

員

会

が

個

別

事

例

ご

と

に

当

該

入

国

又

は

領

域

の

通

過

が

正

当

化

さ

れ

る

と

決

定

し

た

場

合

に

限

り

適

用

さ

れ

な

い

。

（

ｃ

）

こ

れ

ら

の

個

人

、

集

団

、

企

業

及

び

団

体

に

対

し

、

自

国

の

領

域

か

ら

の

又

は

自

国

領

域

外

の

自

国

民

に

よ

る

若

し

く

は

自

国

旗

船

又

は

自

国

に

登

録

さ

れ

た

航

空

機

の

使

用

に

よ

る

す

べ

て

の

種

類

の

武
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器

及

び

関

連

物

資

（

武

器

及

び

弾

薬

、

軍

用

の

車

輌

及

び

装

備

、

準

軍

用

装

備

並

び

に

こ

れ

ら

の

予

備

部

品

を

含

む

）

並

び

に

軍

事

活

動

に

関

連

す

る

技

術

的

助

言

、

支

援

、

又

は

訓

練

の

直

接

又

は

間

接

の

供

。

給

、

販

売

及

び

移

転

を

防

止

す

る

こ

と

。

３

．

１

及

び

２

の

規

定

に

定

め

る

措

置

が

、

こ

の

決

議

の

原

則

及

び

目

的

に

従

い

、

十

二

箇

月

以

内

に

再

検

討

さ

れ

る

こ

と

及

び

同

期

間

の

終

わ

り

に

同

理

事

会

が

、

こ

れ

ら

の

措

置

を

継

続

さ

せ

る

こ

と

を

容

認

す

る

か

又

は

更

新

す

る

か

を

決

定

す

る

こ

と

を

決

定

す

る

。

４

．

す

べ

て

の

加

盟

国

に

課

せ

ら

れ

た

決

議

第

一

三

七

三

号

（

二

〇

〇

一

）

を

完

全

に

実

施

す

る

義

務

（

テ

ロ

行

為

に

対

す

る

資

金

の

提

供

、

計

画

、

準

備

及

び

実

行

並

び

に

テ

ロ

行

為

の

支

援

に

参

加

し

て

き

た

タ

リ

バ

ー

ン

及

び

ア

ル

・

カ

イ

ダ

組

織

の

す

べ

て

の

構

成

員

並

び

に

タ

リ

バ

ー

ン

及

び

ア

ル

・

カ

イ

ダ

組

織

に

関

係

す

る

す

べ

て

の

個

人

、

集

団

、

企

業

及

び

団

体

に

関

す

る

も

の

を

含

む

）

を

想

起

す

る

。

。

５

．

委

員

会

に

対

し

、

以

下

の

任

務

を

遂

行

し

、

そ

の

作

業

に

つ

い

て

、

評

価

及

び

勧

告

と

と

も

に

同

理

事

会

に

報

告

す

る

よ

う

要

請

す

る

。

（

ａ

）

加

盟

国

及

び

地

域

機

関

に

よ

り

提

供

さ

れ

た

関

連

す

る

情

報

に

基

づ

き

、

２

の

規

定

に

い

う

名

簿

を

定

期

的

に

更

新

す

る

こ

と

。

（

ｂ

）

２

の

規

定

に

定

め

る

措

置

を

効

果

的

に

実

施

す

る

た

め

に

各

国

に

よ

っ

て

と

ら

れ

た

措

置

に

関

す

る

情

報

を

す

べ

て

の

国

か

ら

求

め

、

そ

の

後

、

委

員

会

が

更

に

必

要

と

認

め

る

あ

ら

ゆ

る

情

報

を

各

国

か

ら

求

め

る

こ

と

。

（

ｃ

）

こ

の

決

議

の

実

施

に

関

し

委

員

会

に

提

出

さ

れ

た

情

報

に

つ

い

て

、

同

理

事

会

に

対

し

定

期

的

な

報

告

を

行

う

こ

と

。

（

ｄ

）

２

の

規

定

に

定

め

る

措

置

の

実

施

を

促

進

す

る

た

め

に

必

要

と

な

る

で

あ

ろ

う

指

針

及

び

基

準

を

迅

速

に

作

成

す

る

こ

と

。

（

ｅ

）

委

員

会

が

適

当

と

認

め

る

場

合

は

、

情

報

（

２

の

規

定

に

い

う

名

簿

を

含

む

）

を

適

切

な

媒

体

。

を

通

じ

て

公

に

入

手

可

能

に

す

る

こ

と

。

（

ｆ

）

関

連

す

る

他

の

国

際

連

合

安

全

保

障

理

事

会

制

裁

委

員

会

及

び

決

議

第

一

三

七

三

号

（

二

〇

〇

一

）

の

６

の

規

定

に

従

っ

て

設

立

さ

れ

た

委

員

会

と

協

力

す

る

こ

と

。
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６

．

す

べ

て

の

国

に

対

し

、

こ

の

決

議

の

採

択

の

日

か

ら

九

十

日

以

内

に

、

そ

の

後

は

委

員

会

に

よ

っ

て

提

示

さ

れ

る

日

程

に

従

っ

て

、

２

の

規

定

に

定

め

る

措

置

を

実

施

す

る

た

め

に

と

っ

た

行

動

に

つ

い

て

委

員

会

に

対

し

報

告

す

る

よ

う

要

請

す

る

。

７

．

す

べ

て

の

国

、

関

連

す

る

国

際

連

合

の

諸

機

関

並

び

に

、

適

当

な

場

合

に

は

、

そ

の

他

の

機

関

及

び

関

心

を

有

す

る

団

体

に

対

し

、

委

員

会

及

び

９

の

規

定

に

定

め

る

監

視

団

と

完

全

に

協

力

す

る

よ

う

求

め

る

。

８

．

す

べ

て

の

国

に

対

し

、

こ

の

決

議

の

２

の

規

定

に

定

め

る

措

置

の

違

反

を

防

止

及

び

処

罰

す

る

た

め

、

適

当

な

場

合

に

は

、

立

法

措

置

又

は

行

政

措

置

を

通

じ

て

、

自

国

民

及

び

自

国

領

域

内

で

活

動

す

る

そ

の

他

の

個

人

又

は

団

体

に

対

し

自

国

の

法

令

又

は

制

度

の

下

で

課

さ

れ

る

措

置

を

実

施

及

び

強

化

す

る

た

め

に

迅

速

な

行

動

を

と

り

、

委

員

会

に

対

し

て

、

こ

の

よ

う

な

措

置

の

採

用

に

つ

い

て

の

情

報

を

提

供

す

る

よ

う

促

し

、

ま

た

、

各

国

に

対

し

、

捜

査

又

は

執

行

行

為

に

支

障

の

な

い

限

り

、

関

係

す

る

す

べ

て

の

捜

査

及

び

執

行

行

為

の

結

果

を

委

員

会

に

対

し

て

報

告

す

る

こ

と

を

慫

慂

す

る

。

９

．

事

務

総

長

に

対

し

、

決

議

第

一

三

六

三

号

（

二

〇

〇

一

）

の

４

（

ａ

）

の

規

定

に

従

っ

て

設

立

さ

れ

、

そ

の

任

務

が

二

千

二

年

一

月

十

九

日

に

終

了

す

る

監

視

団

に

、

十

二

箇

月

間

、

こ

の

決

議

の

２

の

規

定

に

定

め

る

措

置

の

実

施

を

監

視

す

る

任

務

を

付

与

す

る

よ

う

要

請

す

る

。

１

０

．

監

視

団

に

対

し

、

二

千

二

年

三

月

三

十

一

日

ま

で

に

、

そ

の

後

は

四

箇

月

ご

と

に

委

員

会

に

対

し

て

報

告

す

る

よ

う

要

請

す

る

。

１

１

．

こ

の

問

題

に

引

き

続

き

積

極

的

に

関

与

す

る

こ

と

を

決

定

す

る

。

（

了

）




